
保津・むらカフェプロジェクト

空き家を改装して、

チーム

地域の人が集まる「コモンスペース」をつくろう！

活動場所

元「保津川屋酒店」店舗部分（JR「亀岡」駅から徒歩25分）

チームテーマ



チーム紹介

団体担当者

中野恵二さん （活動的で人脈がすごい方です！）

大阪・兵庫・滋賀・京都など、

各地から集まった５人で活動しました！

「地域創生に興味がある！」

「チームでの取り組みをしたい！」など、

それぞれ異なる想いを持って結集しました。



プロジェクト活動報告

【８月～１１月】
・内装のリノベーション
地域内外の方々と一緒に、壁の左官作業を行いました。
お子さんが大活躍してくれました！

・保津町散歩
保津町の歴史や暮らしについての理解を深めました。

・空き家の活用方法を考えるワークショップ
年々増える空き家を「負動産」にしないための話し合いを行い
ました。



プロジェクト活動報告

【２月～３月】
・コモンスペースの活用方法の話し合い

保津町の住民であり移住促進のお仕事をされている方の講義を聞き、

地域の方々と色んなアイデアを出し合う「夢会議」を行いました。
私たちからも活用方法のプレゼンを行いました。託児所、展示会、
落語イベント、ワークショップなど様々なアイデアが出ました。

・「むらカフェ」プレオープン
２回のプレオープンを実施し、たくさんの住民の方々に来て頂きま

した。１回目の段取りの悪さの反省から、２回目のプレオープン
では空間の使い方やコーヒー提供を改善し、皆さんに楽しくくつろい
でもらうことができました。子どもからお年寄りの方々まで世代を
超えて楽しんでくれていることが印象的でした。



私たちの感じた魅力

【住民の方々について】
・住民同士のつながりが強い！
・趣味のレベルが高い
・保津町に誇りを持っている

【保津町について】
・自然が美しい（山、川、畑）
・伝統がある

観光名物「保津川下り」

伝統行事「火祭り」

美しい田園風景

住民の方が趣味で作った
ハイレベルな人形！



感想

・夢会議では地域の方々と自由に意見を出し合うことができ、みんなでコモンスペースの
活用方法を考える過程が地域おこしにはぴったりで素敵だと感じました。

・その一方で、簡単に「こういうことをしよう」と言っても、それを実現するには地域の
方々にかかる負担や、権利・責任等の問題があり、一筋縄ではいかないことを学びました。

・地域内外の方々や色んな世代の方々と触れ合う中で、色んな想いを持った人たちがここに
集まっていることを知りました。そういう人たちが集まって語り合える空間にできたら
いいなと思います。

・住民の方々ともっとたくさんお話をして、住民の方々の声を聞くべきだったと反省して
います。

・これからどのようにこの空間が活用されていくのか、楽しみです。



フォトギャラリー


